
保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。

アンケートを集計し分析した結果をお知らせします。

アンケート結果の詳細については、別添の「令和６年度前期学校づくりアンケート」をご覧く

ださい。生徒アンケートと保護者アンケートの結果を比較できるように並べ、各学年と全校の集

計結果をグラフで表しております。

生徒アンケートの集計結果

設問別に見ますと、肯定的な回答の割合が、設問５「日常的に安全に気を付けて行動している。」

が９５．５％、設問３「『共助』の気持ちをもち、互いに協力している。」が９４．３％、設問１

４「先生は生徒の安全、安心を守るために努めている。」が９４．３％、設問１「和やかなあい

さつ、さわやかな返事をしている。」が９０．９％、設問１８「岩城中学校は特色ある教育活動

をしている。」が９０．９％、設問２０「学校でタブレット等の ICT 機器をよく活用している。」

が９０．９％と上位を占めています。

中でも設問５「日常的に安全に気を付けて行動している。」、設問１４「先生は生徒の安全、安

心を守るために努めている。」、設問３「『共助』の気持ちをもち、互いに協力している。」では、

肯定的な回答のうち「Ａそう思う」と回答した割合が高く、普段から安全について高い意識をも

ちながら、相手のことを考えて助け合いの気持ちをもって生活していることがうかがわれます。

この傾向は昨年度と同じで岩中生のよさと捉えることができます。

一方、設問６「食事や睡眠、メディアの使用など、適切に自己管理し、規則正しい生活をして

いる。」が６５．９％、設問８「何事にも積極的にチャレンジし、自分を高めようと努力している。」

が６８．２％、設問９「学力の基礎・基本が身に付いている。」が６９．３％と、肯定的な回答が

７０％を下回っています。

中でも設問９「学力の基礎・基本が身に付いている。」の項目については、「Ａそう思う」が２

６．８％と非常に低く、学力の基礎・基本の定着を目指した授業改善の重要性を感じています。

ただ、設問７「学ぶことに喜びを感じ、主体的に学習に向かっている。」の項目については昨年度

の同時期の肯定的な回答が６１．３％だったのに対し、今年度は７５．０％と、１３．７ポイン

トの変化があり、昨年度課題としてあげた、生徒が「分かった」「できた」を実感しながら主体的

に学習に取り組むことができる授業づくりについては改善傾向にあるのではないかと考えます。
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保護者アンケートの集計結果

生徒と保護者の回答を比較すると、１７項目全てで肯定的な回答の割合が生徒の回答の割合を

下回っています。ただ学年で傾向が違い、２年生は肯定的な回答の割合が１７項目中１３項目保

護者の方が上回っている結果となっています。１、３年生は逆で生徒の方が上回っている結果と

なっています。

設問２０「学校でタブレット等の ICT 機器をよく活用している。」では肯定的な回答が生徒と

保護者で２２．１ポイントの差があり、保護者の皆さんは、タブレットや ICT 機器の利活用や生

徒のより一層のスキル向上を望んでいることが分かります。また、設問１３「先生は、よくわか

る授業をしている。」では２２．７ポイントの差があり、設問９「学力の基礎・基本が身に付いて

いる。」の肯定的な回答が低いことと踏まえ、よりわかりやすい授業を行うことで学力の基礎・基

本の定着を図る必要があると考えます。

設問別に見ますと、肯定的な回答の割合が、設問３「お子さんは『共助』の気持ちをもち、互

いに協力することができる。」が９３．４％、設問５「お子さんは、日常的に安全に気を付けて行

動できる。」が９１．８％、設問１１「学校は、校報、学年・学級通信等により学校の様子をよく

伝えている。」が９１．８％、設問１４「先生は生徒の安全、安心を守るために努めている。」が

９１．８％となっており、生徒の結果と似ている傾向となりました。

一方、設問６「お子さんは、食事や睡眠、メディアの使用など、適切に自己管理し、規則正し

い生活をしている。」が４９．２％、設問７「学ぶことに喜びを感じ、主体的に学習に向かってい

る。」が５５．８％、設問９「お子さんには、学力の基礎・基本が身に付いている。」が５７．４

％、設問８「お子さんは、何事にも積極的にチャレンジし、自分を高めようと努力している。」が

５９．０％となっております。

生徒のメディア使用については以前から課題となっていましたが、今回のアンケート結果でも、

生徒と保護者の両方でアンケート項目の中で一番悪い結果となっています。メディア利用につい

ては学校でも指導しているところでありますが、ご家庭でもルールを決めて適切に使用するよう

にご指導をお願いします。また、学校では、スマートフォンやタブレットを自分の家庭学習に役

立てることを目指しております。日本の中高生は海外の中高生に比べて、スマートフォンやタブ

レットを家庭学習に活用する頻度が低いという調査結果もあります。便利な道具として自分の学

習に役立てることが、メディアコントロールや学力の基礎・基本の定着につなげることができる

ように学校で指導していきたいと考えています。

令和 6 年度前期学校づくりアンケートのご協力ありがとうございました。今回、生徒、保護者

ともにインターネット（forms）を利用してアンケートを実施しました。。後期のアンケートにつ

いてもインターネット（forms）を利用して実施しますので、お忙しい中とは思いますがご協力お

願いします。


